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夏
み
か
ん
の
花
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
か
お
り
風
景
１
０
０
選
に
選

ば
れ
た
甘
い
香
り
を
身
に
ま
と
い
、
散

策
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　
５
月
７
日（
土
）〜
15
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
か
ん
き
つ
公
園
・
旧
田
中

別
邸
（
平
安
古
町
）

■
内
容　
夏
み
か
ん
商
品
・
特
産
品
の

展
示
・
販
売
、
郷
土
芸
能
披
露
、
抹
茶

席
、
ろ
く
ろ
体
験
な
ど

※
期
間
中
、
萩
八
景
遊
覧
船
が
臨
時
停

泊
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
萩
・
菊
ヶ
浜
の
海
開
き
の
日
に
開
催

さ
れ
る
恒
例
の
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー

ス
。
ス
イ
ム
と
ラ
ン
に
よ
り
体
力
の
限

界
に
挑
戦
し
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
昨

年
は
全
国
か
ら
１
３
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
も
鉄
人
た
ち
の
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　
６
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜

■
と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
海
水
浴
場（
受
付
）

◆
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光

課
内　

萩
・
菊
ヶ
浜
ア
イ
ア

ン
マ
ン
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

■
と
き　
５
月
３
日（
祝
）〜
４
日（
休
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園
、
旧
厚

狭
毛
利
家
萩
屋
敷
長
屋
（
堀
内
）

■
内
容　
薄
茶
４
席
の
接
待
、
琴
・
尺

八
の
演
奏
、
生
け
花
展
、
茶
菓
子
の
販

売■
茶
券　
【
前
売
券
】
セ
ッ
ト
券
＝

２
０
０
０
円
（
薄
茶
４
席
、
記
念
品
付

き
）、
セ
ッ
ト
券
＝
１
０
０
０
円
（
薄

茶
２
席
）　
【
当
日
券
】
６
０
０
円
（
薄

茶
１
席
）

■
茶
券
販
売
所　
市
役
所
観
光
課
、
各

総
合
事
務
所
、
萩
市
観
光
協
会
、
萩
商

工
会
議
所

◆
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
春
の
イ
ベ
ン
ト 

情
報

萩
焼
ま
つ
り

萩
・
大
茶
会

■
と
き　
５
月
１
日（
日
）〜
５
日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

■
と
こ
ろ　
市
民
体
育
館

■
内
容　
萩
焼
即
売
（
萩
焼
窯
元
・
販

売
店
68
社
に
よ
る
大
即
売
会
）、
萩
焼

ろ
く
ろ
体
験
（
１
人
２
５
０
０
円
、
送

料
別
。
会
場
で
受
付
）、
萩
特
産
品
の

即
売
（
海
産
物
等
）、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

萩
焼
い
ろ
い
ろ
展
（
各
出
店
者
が
１
万

円
相
当
の
萩
焼
を
展
示
、
来
場
者
の
投

票
に
よ
り
作
品
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
）

◆
問
い
合
わ
せ　
萩
焼
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
萩
商
工
会
議
所
内　

０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

■
と
き　
５
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
浜
崎
本
町
筋
周
辺
、
魚
市

場
、
御
船
倉
、
住
吉
神
社
、
梅
屋
七
兵

衛
旧
宅
他

展
示
の
お
た
か
ら

　
吉
田
松
陰
の
書
、
円
山
応
挙
の
掛
け

軸
、
北ほ
っ
こ
く国

問
屋
両
天て
ん
び
ん秤

、
松
本
窯
の

萩
焼
、
石
油
ラ
ン
プ
扇
風
機
、
毛
利
隆

元
の
手
紙
、
聖ひ
じ
り
（
恵
比
寿
、
福
禄
寿
）

な
ど

●
催
し

【
浜
崎
本
町
筋
】
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

大
道
芸
・
南
京
玉
す
だ
れ
、
紙
芝
居

【
住
吉
神
社
】
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示

【
御
船
倉
】
年
に
一
度
の
開
放

【
梅
屋
七
兵
衛
旧
宅
】
お
茶
無
料
接
待

【
魚
市
場
発
着
】
萩
沖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
約
40
分　

大
人
１
０
０
０
円
、
子
供

５
０
０
円
）
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ　

萩
市
ま
ち

な
み
対
策
課
内
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
２
３
８
）

　

玉
江
浦
地
区
に
藩
政
時
代
か
ら
約

３
０
０
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
和
船
競
漕
「
お
し
く
ら
ご
う
」
を
は

じ
め
、
地
区
対
抗
の
和
船
競
漕
な
ど
の

「
萩
の
大
和
船
競
漕
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
６
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　
玉
江
浦
橋
本
川
下
流
域

■
内
容　
中
学
校
対
抗
和
船
競
漕
（
10

時
〜
）、
地
区
対
抗
和
船
競
漕
（
11
時

30
分
〜
）、
玉
江
浦
「
お
し
く
ら
ご
う
」

（
12
時
30
分
〜
）

◆
問
い
合
わ
せ　

萩
市
水
産
課

（
０
８
３
８・２
５・２
２
３
０
）

萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り

○
今
年
の
見
ど
こ
ろ

萩
の
大
和
船
競
漕

萩
・
菊
ヶ
浜

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス

浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
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平
成
17
年
３
月
６
日
に
、
萩
市
・
川

上
村・田
万
川
町・む
つ
み
村・須
佐
町・

旭
村
・
福
栄
村
の
１
市
２
町
４
村
が
合

併
し
、新
「
萩
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
合
併
は
、
全
国
的
に
進
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、「
平
成
の
大
合

併
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

明
治
22
年
の
「
明
治
の
大
合
併
」、
昭

和
30
年
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
に
次
ぐ

大
規
模
な
合
併
で
す
。

　
合
併
後
最
初
の
市
長
選
挙
が
３
月
20

日
に
告
示
さ
れ
、
旧
萩
市
長
の
野
村
興

兒
氏
（
60
歳
・
椿
東
）
が
無
投
票
に
よ

り
初
代
萩
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
萩
市
議
会
の
議
員
は
、
在
任
特
例
の

適
用
に
よ
り
、
来
年
４
月
末
ま
で
は
旧

市
町
村
の
議
員
全
員
が
在
任
し
ま
す
。

議
員
数
は
94
人
で
、
全
国
で
も
９
番
目

の
マ
ン
モ
ス
議
会
と
な
り
ま
す
。（
４

月
１
日
現
在
。
合
併
予
定
の
自
治
体
を

含
む
。）

　
３
月
定
例
議
会
、
４
月
臨
時
議
会
で

は
、
各
地
域
の
議
員
か
ら
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
議
場
は
、旧
萩
市
議
会
の
議
場
で
は
、

94
人
の
議
員
を
収
容
す
る
に
は
多
額
の

改
修
費
用
が
か
か
る
た
め
、
在
任
特
例

期
間
中
は
市
役
所
近
く
の
農
協
会
館
を

借
り
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
来
年
５
月
１
日
か
ら
は
、
議
員
数
は

定
数
の
30
人
と
な
り
ま
す
。

　
助
役
に
は
、
旧
旭
村
長
の
瀧
口
治
昭

氏（
48
歳・明
木
）が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
入
役
は
置
か
ず
、
職
員
の

出
納
局
長
を
配
置
し
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
の
在
任
特
例
期
間
中
、

特
別
参
与
が
設
置
さ
れ
、
合
併
に
よ
り

失
職
し
た
町
村
長
が
任
命
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
特
別
参
与
は
、
市
政
運
営
や
地
域
の

事
業
に
つ
い
て
市
長
に
助
言
す
る
も
の

で
、
非
常
勤
の
特
別
職
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
戦
後
構
築
さ
れ
た
諸
制
度
の
見
直
し

の
中
で
、「
平
成
の
大
合
併
」
が
全
国

津
々
浦
々
で
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
萩

広
域
に
お
い
て
も
、
去
る
３
月
６
日
に

１
市
２
町
４
村
で
新
設
合
併
し
、
新
し

い
「
萩
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
昭
和
の
大
合
併
以

来
の
行
政
区
域
の
再
編
で
す
。

　
新
市
の
面
積
は
、
県
土
の
11
％
を
占

め
る
広
大
な
も
の
で
、
交
通
網
の
整
備

を
図
る
等
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
新
市
の
一
体
感
を
ど
う
醸
成
し
て

い
く
か
、
基
礎
産
業
と
も
言
う
べ
き
農

林
水
産
業
の
振
興
・
発
展
を
ど
う
図
る

か
、
各
地
域
で
の
次
代
を
担
う
後
継
者

を
ど
う
確
保
す
る
か
、
急
激
に
進
展
す

る
少
子
高
齢
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
、

特
に
、
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
担
い
手

の
高
齢
化
や
後
継
者
の
減
少
と
い
う
深

刻
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
５
年
、

10
年
先
を
考
え
た
取
組
み
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
萩
の
ま
ち
に
は
、
時
代
が
駆
け
抜
け

て
行
っ
た
中
に
、
今
な
お
歴
史
や
伝
統

が
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
、
気
風
や
気

概
と
し
て
そ
の
精
神
が
市
民
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

（
遺
伝
子
）
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
毛
利
治

世
の
「
百
万
一
心
」
や
「
三
矢
の
訓
」

の
言
葉
は
、
共
同
一
致
で
物
事
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
す
る
連
帯
の
精
神
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
若

者
を
育
て
よ
う
と
す
る
教
育
へ
の
熱

き
情
熱
は
、
防
長
教
育
の
原
点
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
藩
政
時
代
の
厳

し
い
状
況
下
で
の
殖
産
事
業
へ
の
取
組

み
、
維
新
や
我
が
国
の
近
代
化
を
成
就

さ
せ
た
パ
ワ
ー
は
、
今
な
お
進
取
の
気

風
と
し
て
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
「
萩
市
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
共

同
一
致
の
精
神
、
教
育
へ
の
情
熱
、
進

取
の
気
風
は
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
、

新
市
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。
課
題
山
積
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
新
市
」
の
展
望
は
、
必
ず
や
拓

け
る
も
の
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。（
平
成
17
年
度
施
政
方
針
か
ら
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
63
年
萩
高
卒
、
67
年
京
大
経
卒
。
同

年
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
入
省
、
福
岡

国
税
局
長
や
国
税
庁
調
査
査
察
部
長
な

ど
を
経
て
、
93
年
か
ら
旧
萩
市
の
市
長

を
３
期
務
め
る
。

が
誕
生
し
ま
し
た
！

 

野
村
興
兒 

氏

旧
７
市
町
村
が
北
斗
七
星
の
よ
う
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を

新
・
萩
市
長
に 

萩市長
野村興皃

●新「萩市」の沿革

▲94人の議会風景

【昭和の大合併】（昭和30年）
○萩市

○川上村
○田万川町
○むつみ村
○須佐町
○旭村
○福栄村

【明治の大合併】（明治 22年）
○萩町、椿東村、椿村、山田村、
大井村、三見村、六島村、見島村
○川上村
○田万崎村、小川村
○吉部村、高俣村
○須佐村、弥富村
○明木村、佐々並村
○福川村、紫福村

萩　
市

萩市助役
瀧口治昭

萩市議会議員の内訳
○旧萩市　　　24人
○旧川上村　　10人
○旧田万川町　12人
○旧むつみ村　10人
○旧須佐町　　14人
○旧旭村　　　12人
○旧福栄村　　12人
　　合計　　　94人

新「  

萩    

市  

」

3 6
に

●
初
代
市
長

●
特
別
参
与

●
市
議
会

●
助
役
・
収
入
役
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朝
日
新
聞
山
口
版
で
好
評
連
載
さ
れ

て
い
た
「
関
西
の
防
長
」
が
、
大
幅
に

加
筆
さ
れ
て
一
冊
の
本
「
関
西
の
中
の

防
長
」（
春
風
文
庫
発
行　

１
２
０
０

円
）
に
な
り
ま
し
た
。
本
誌
に
も
「
関

西
の
萩
」
と
し
て
一
部
転
載
さ
れ
て
い

た
の
で
、
興
味
深
く
読
ま
れ
て
い
た
方

も
多
い
は
ず
。

「
兵
庫
県
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

第
一
の
故
郷
と
第
二
の
故
郷
を
つ
な
ぐ

接
点
に
な
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
執
筆

し
ま
し
た
。
関
西
に
進
出
し
た
山
口
の

人
た
ち
が
ど
ん
な
活
躍
を
し
た
の
か
知

っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
萩
出
身
の

造
幣
局
長
、
遠
藤
勤
助
が
桜
の
通
り
抜

け
を
提
案
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
大
阪
の

な
く
て
は
な
ら
な
い
風
物
詩
に
萩
の
人

が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
感
慨

深
い
と
思
い
ま
す
」。

　　
萩
市
の
明
倫
小
学
校
で
は
昭
和
56
年

か
ら
今
日
ま
で
、
吉
田
松
陰
の
詩
や
漢

詩
を
朗
唱
す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
「
松

陰
先
生
の
こ
と
ば
」（
５
０
０
円
）。
一

坂
さ
ん
は
編
集
を
担
当
。
萩
も
の
が
た

り
か
ら
４
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
朗
唱
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
本
当

に
感
激
し
ま
し
た
。
松
陰
ゆ
か
り
の
小

学
校
で
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

意
義
を
感
じ
ま
す
。
松
陰
は
、
遺
体
は

う
ち
捨
て
ら
れ
て
も
、
文
章 —

 

志
を

託
し
た
も
の
を
残
し
て
ほ
し
い
と
望
ん

だ
人
で
す
。
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
松
陰
が
命
懸
け
で
残
し
た
こ
と
ば
だ

け
あ
っ
て
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

味
を
噛
み
し
め
れ
ば
、
日
本
も
も
う
少

し
は
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
本
こ
そ
、
萩
か
ら
発
信
す

べ
き
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
価
値
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
萩
も
の
が
た
り
の
次
回
配
本
（
10
月

予
定
）
は
「
萩
と
日
露
戦
争
」。
一
坂

さ
ん
が
担
当
さ
れ
ま
す
。
ど
う
い
う
思

い
で
執
筆
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
今
年
（
２
０
０
５
年
）
は
、
日
露
戦

争
終
戦
か
ら
１
０
０
年
の
節
目
に
あ
た

近
著「
関
西
の
中
の
防
長
」

に
つ
い
て

松
陰
の
こ
と
ば
を
噛
み
し
め
た
ら
、

日
本
は
も
う
少
し
良
く
な
る
の
で
は

一
坂
さ
ん
は
高
杉
晋
作
研
究
の
第
一
人
者
。
萩
博
物
館

の
高
杉
晋
作
資
料
室
長
と
し
て
の
仕
事
を
こ
な
し
な
が

ら
、
精
力
的
に
執
筆
・
講
演
を
行
っ
て
い
る
歴
史
研
究

家
で
す
。
今
回
は
新
刊
の
紹
介
と
、
次
回
作
の
構
想
に

つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

り
ま
す
。
萩
と
日
露
戦
争
っ
て
関
係
が

あ
る
の
？　
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
戦
争
当
時
、
日
本
の
リ
ー
ダ

ー
の
椅イ
ス子

の
多
く
は
長
州
人
で
占
め
ら

れ
「
長
州
の
天
下
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
桂
太
郎
が
総
理
大
臣
、
伊
藤
博

文
・
山
県
有
朋
が
元
老
等
な
ど
、
良
く

も
悪
く
も
萩
の
出
身
者
が
主
役
だ
っ
た

時
代
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
萩
の
人
々
も
こ
の
戦
争
と
無

関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際

に
萩
か
ら
は
99
人
の
戦
死
者
が
あ
り
、

見
島
に
は
日
本
海
海
戦
で
敗
れ
た
ロ
シ

ア
兵
が
流
れ
着
き
ま
し
た
。
そ
の
記
念

碑
が
見
島
の
海
岸
に
建
っ
て
い
ま
す
。

越
ヶ
浜
や
須
佐
に
も
漂
着
し
た
よ
う
で

す
。

　
そ
れ
か
ら
、
神
戸
に
あ
っ
た
伊
藤
博

文
の
銅
像
が
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
締

結
反
対
の
人
々
に
よ
っ
て
引
き
倒
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、像
は
昭
和
５
年
に
萩
で
再
建
さ
れ
、

旧
宅
に
設
置
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
萩
に
と
っ
て
日
露
戦

争
と
の
か
か
わ
り
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
か
。
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
浮
き
彫
り
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
１
９
６
６
年
生
ま
れ
。兵
庫
県
出
身
。

大
正
大
学
文
学
部
卒
業
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
萩
市
特
別
学
芸

員
・
萩
博
物
館
高
杉
晋
作
資
料
室
長
。

「
関
西
の
中
の
防
長
」（
春
風
文
庫
）「
高

杉
晋
作
」（
文
春
新
書
）、「
幕
末
歴
史

散
歩
・
東
京
篇
」（
中
公
新
書
）、「
高

杉
晋
作
を
歩
く
」（
山
と
渓
谷
社
）
な

ど
著
書
多
数
。

一 坂 太 郎 さ ん（38歳）
（下関市菊川在住）

松
陰
が
命
を
懸
け
て

残
し
た
も
の

萩
と
日
露
戦
争
の
関
係
は
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４
月
17
日
大
阪
指
月
会
第
60
回
記
念

総
会
を
、
無
事
終
了
し
一
服
す
る
間
も

無
く
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
大
阪
指
月
会
に
は
昭
和
39
年
か
ら
出

席
し
て
い
ま
す
が
、
会
場
は
初
回
か
ら

平
成
８
年
ま
で
は
高
石
市
の
羽は
ご
ろ
も衣

荘

で
す
。
歴
代
会
長
の
皆
様
は
優
秀
な

方
々
で
、
昭
和
50
年
代
頃
東
京
か
ら
、

志
賀
義
雄
氏
も
伊
藤
五
郎
氏
と
同
期
生

だ
っ
た
事
も
あ
り
、
良
く
御
出
席
さ
れ

て
、
大
阪
メ
ー
デ
ー
に
出
席
さ
れ
て
帰

っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
が
丁
度
50
回
記
念
の
年
で

し
た
が
、
阪
神
大
震
災
の
為
に
通
常
の

総
会
だ
け
で
終
り
ま
し
た
。
平
成
８
年

に
羽
衣
荘
が
廃
業
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

平
成
９
年
よ
り
梅
田
の
大
阪
弥
生
会
館

で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
14
年

に
伊
藤
豊
章
会
長
（
萩
高
３
期
）
の
突

然
の
御
逝
去
に
よ
り
、
急
遽
押
さ
れ
て

繋
ぎ
の
会
長
に
な
り
、
こ
の
会
の
火
を

消
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
皆
様
の
御
助

力
を
受
け
な
が
ら
、
奮
闘
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
町
内
会
の
お
手
伝
い
は
約
30

年
、
そ
の
間
氏
神
様
の
夏
祭
や
秋
祭
等

何
か
と
雑
用
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
維
新
防
長
殉
難
者
顕
彰
会
に
も
約
25

年
前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

15
年
よ
り
会
報
の
編
集
長
を
や
っ
て
い

ま
す
の
で
、
秋
の
発
行
が
待
っ
て
い
ま

す
。

　
小
学
生
当
時
は
大
東
亜
戦
争
で
、
大

き
く
な
っ
た
ら
兵
隊
に
な
る
ん
だ
と
思

っ
て
育
ち
、（
山
口
県
史
史
料
編　

現

代
Ⅰ
に
私
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
。）

萩
中
・
高
時
代
は
６
か
年
精
勤
で
勉
強

は
し
な
い
の
に
、
学
校
は
好
き
な
子
供

で
し
た
。
萩
の
歴
史
等
は
あ
ま
り
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
27
年
上
阪
後

昭
和
42
年
史
都
萩
を
愛
す
る
会
（
林
良

雄
会
長
）
に
入
会
し
て
萩
を
勉
強
を
し

ま
し
た
。

　
平
成
２
年
萩
本
陣
松
村
勇
社
長
の
発

案
で
、
松
陰
先
生
と
金
子
重
之
助
の
銅

像
か
ら
丁
度
見
え
る
場
所
な
の
で
、
奥

萩
本
陣
吾
妻
山
の
中
腹
に
「
松
陰
先
生

の
夢
を
現
代
に
」と
の
願
い
を
込
め
て
、

黒
船
旗
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号（
高
さ
23
ｍ
・

幅
35
ｍ
・
船
ノ
長
さ
約
28
ｍ
）
の
壁
画

を
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
描
き
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催
す
る
の
で
と
、
堀
田
誠
先
生
に

呼
び
出
さ
れ
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
依
頼

さ
れ
、
全
コ
ー
ス
を
見
せ
て
貰
い
マ
シ

ヤ
マ
印
刷
で
刷
り
上
げ
ま
し
た
。
後
に

萩
市
教
育
委
員
会
体
育
課
よ
り
、
大
会

役
員
（
参
与
）
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
井
勇
の
句
碑
に
あ
り
ま
す
「
萩
に

来
て
、
ふ
と
お
も
へ
ら
く
、
い
ま
の
世

を
、
救
は
む
と
起
つ
、
松
陰
は
誰
」
に

因
ん
で
、
明
治
以
降
で
も
立
派
な
長

州
人
（
萩
市
も
広
く
な
り
ま
し
た
の

で
）
が
沢
山
出
て
い
ま
す
の
で
、
新
し

い
博
物
館
に
人
物
の
紹
介
展
示
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
見
学
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
す
。
明
治
維
新
館
の
計
画
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
か
？
萩
八
景
に

も
あ
り
ま
す
倉
江
の
観
音
院
や
、
萩
の

名め
い
さ
つ刹

の
荒
廃
が
帰
郷
す
る
度
に
気
に

掛
か
り
ま
す
。

　ズーム
　アップ  

中
山
光
夫
氏

（
大
阪
市
在
住
、
昭
和
27
年
萩
高
校
卒
、
71
歳
）

▲個展会場「毛利藩の大名行列」の前で

◀
奥
萩
本
陣
山
腹
の
壁
画

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

萩
へ
の
一
言

倉
江
の
観
音
院
や
、
萩
の
名
刹
の
荒
廃
が

帰
郷
す
る
度
に
気
に
掛
か
り
ま
す
。

で
、
創
設
者
は
旧
萩
中
19
期
の
伊
藤
五

郎
氏
、
萩
高
出
身
者
に
良
く
御
世
話
下

さ
っ
た
為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
大
阪
指
月
会
の
名
誉
会
長
は
大
阪
商

工
会
議
所
会
頭
、
日
韓
会
談
代
表
だ
っ

た
杉す
ぎ

道み
ち
す
け助
氏
で
、
左
藤
義ぎ
せ
ん詮
大
阪
府

知
事
に
「
大
阪
で
万
博
を
や
ろ
う
や
」

と
囁
か
れ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
大
先
輩

大
阪
指
月
会 

会
長

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
昭
和
９
年
３
月
萩
市
山
田
区
川
屋
敷

に
生
ま
れ
る
。
昭
和
27
年
３
月
県
立
萩

高
等
学
校
卒
業
（
第
４
期
）
同
年
３
月

上
阪
し
６
月
大
阪
心
齊
橋
そ
ご
う
百
貨

店
の
店
員
。
昭
和
28
年
よ
り
住
込
み
で

デ
ザ
イ
ン
・
版
下
・
描
版
等
の
修
業
。

昭
和
33
年
結
婚
を
機
会
に
独
立
独
歩
で

現
在
に
至
る
。
昭
和
47
年
頃
よ
り
手
摺

木
版
画
を
初
め
る
。

　
昭
和
52
年
堺
刃
物
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
一
般
公
募
に
入
選
し
、
堺
市
の
商
工

会
館
に
て
表
彰
を
受
け
る
。
平
成
２
年

奥
萩
本
陣
の
山
腹
に
黒
船
の
旗
艦
ポ
ー

ハ
タ
ン
号
の
壁
画
を
描
く
。

　

平
成
９
年
11
月
こ
れ
ま
で
出
展
し
、

入
選
入
賞
し
た
望
郷
の
手
摺
木
版
画
等

で
個
展
を
開
催
。
平
成
12
年
萩
城
下
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。

平
成
15
年
よ
り
大
阪
指
月
会（
旧
萩
中・

萩
高
女
・
萩
高
同
窓
会
）
会
長
。
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富
山
県
で
た
く
さ
ん
漁
獲
さ
れ
る
こ

と
か
ら
標
準
名
を
「
エ
ッ
チ
ュ
ウ
バ

イ
」、
大
き
さ
が
10
㎝
ほ
ど
の
巻
貝
で
、

殻
の
色
が
白
い
の
で
「
白
バ
イ
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。15
㎝
を
越
え
る
大
型
で
、

殻
の
上
部
が
黒
い
オ
オ
エ
ッ
チ
ュ
ウ
バ

イ
は
最
高
級
品
種
で
す
。
旬
は
秋
か
ら

春
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
年
を
通
し

て
水
揚
げ
さ
れ
、と
て
も
美
味
し
い
貝
。

主
な
漁
場
は
萩
見
島
沖
、
大
き
な
カ
ゴ

に
お
魚
の
ア
ラ
を
入
れ
た
カ
ゴ
網
漁
で

漁
獲
し
ま
す
。

　

萩
港
へ
の
水
揚
げ
は
、
１
回
で

１
０
０
箱
か
ら
２
０
０
箱
と
結
構
多
い

で
す
が
、
一
般
消
費
者
に
と
っ
て
あ
ま

り
な
じ
み
の
無
い
貝
の
よ
う
で
す
。
店

頭
で
も
ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
る
の

　
昨
年
末
、
越
ヶ
浜
中
学
校
敷
地
内
の

掘
削
で
発
見
さ
れ
た
「
は
ぎ
温
泉
」、

カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
ホ
ウ
酸
・

ラ
ド
ン
等
の
成
分
が
含
ま
れ
、
療
養
泉

と
し
て
医
療
的
な
効
果
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
４
月
よ
り
、
こ
の
新
し
い
泉
源

を
使
っ
た
温
泉
が
、
市
内
８
か
所
の
ホ

テ
ル
旅
館
等
に
て
次
々
に
オ
ー
プ
ン
、

こ
れ
ま
で
市
内
に
あ
っ
た
３
つ
の
泉
源

（
萩
本
陣
妙
徳
温
泉
・
指
月
温
泉
・
萩

温
泉
弘
法
寺
）、
さ
ら
に
合
併
に
よ
り

阿
武
川
温
泉
・
田
万
川
温
泉
・
む
つ
み

温
泉
も
加
え
、
合
計
７
つ
の
泉
源
で
、

か
と
、
質
問
を
受
け
る
機
会
が
非
常
に

多
い
貝
で
す
。
知
名
度
不
足
か
ら
、
サ

ザ
エ
の
半
値
程
度
で
売
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
貝
の
旨
み
と
甘
み
が
凝
縮
さ
れ
た

味
で
、
硬
さ
も
ほ
ど
よ
く
、
北
陸
〜
首

都
圏
で
は
堂
々
の
高
級
品
で
す
。

　
殻
が
柔
ら
か
く
、
包
丁
の
背
中
を
使

っ
て
簡
単
に
割
れ
ま
す
の
で
、
サ
ザ
エ

の
よ
う
な
調
理
の
難
し
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
下
拵
え
は
、
ワ
タ
を
切
り
落
と
し

て
、
身
に
縦
に
切
れ
目
を
い
れ
、
さ
ら

に
、
中
の
ワ
タ
を
取
り
除
い
て
、
塩
で

よ
く
揉
み
ま
す
。
刺
身
は
そ
の
ま
ま
切

っ
て
出
来
上
が
り
。
塩
焼
き
・
バ
タ
ー

焼
き
も
お
勧
め
。
漁
師
町
で
作
ら
れ
る

貝
飯
が
、
こ
れ
ま
た
美
味
。
味
の
実
力

と
し
て
は
、
サ
ザ
エ
よ
り
格
上
と
の
評

価
で
す
。

知
名
度
不
足
で
低
価
格

萩
見
島
沖
に
好
漁
場

サ
ザ
エ
よ
り
柔
ら
か
く
、

優
し
い
味
わ
い

バイ貝バイ貝値
段
は
サ
ザ
エ
の
半
額
、

味
は
サ
ザ
エ
の
格
上

▲お勧めは、刺身と貝めし

萩
発
旬
の
味
便
り

▲殻長 10㎝程度の巻貝

７種の泉源で萩温泉郷デビュー

▶
「
萩
温
泉
郷
マ
ッ
プ
」
７
種
の
泉
源
で
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
温
泉
を
楽
し
め
る

▶
萩
観
光
ホ
テ
ル
（
泉
源
：
は
ぎ
温
泉
）

の
露
天
風
呂

◀マリーナ萩の
隣接地に設けら
れた配湯施設、
市民向けの給湯
スタンドもここ
に設置される。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
温
泉
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
ま
と
め
て
、「
萩
温
泉
郷
」
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
。
温
泉
が
無
い
の
が
玉
に

傷
、
な
ど
と
言
わ
れ
た
萩
観
光
に
、
こ

れ
で
大
き
な
魅
力
が
加
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
宿
泊
客
だ
け
で
な
く
、
日
帰
り
で
利

用
で
き
る
温
泉
も
あ
り
、
ま
た
市
民
が

利
用
で
き
る
給
湯
ス
タ
ン
ド
も
５
月
か

ら
利
用
開
始
、
帰
省
の
際
な
ど
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

萩
市
観
光
課

０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
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観
光
客
ら
か
ら
募
っ
た
信
託
金
を
歴

史
的
建
造
物
の
修
復
保
全
費
に
充
て
る

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
百
円
信
託
）

運
動
が
２
月
17
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

「
隠
れ
た
財
産
」
を
後
世
に
残
す
の
が

狙
い
。

　

 

運
動
を
展
開
す
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
と
萩
市
で

つ
く
る
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
委
員

会
。
伊
藤
博
文
別
邸
や
桂
太
郎
旧
宅
、

旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ

ト
八
か
所
に
、
木
製
の
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
、
こ
れ
ま
で
の
約
２
か
月
の
期
間
に

　
シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー
の
仕
事
は
主
に

イ
ベ
ン
ト
で
の
宣
伝
活
動
。
萩
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
務
め
ま
す
。
県
外
で
の

仕
事
で
は
泊
ま
り
が
け
に
な
る
こ
と

も
。「
今
年
１
月
に
は
広
島
で
フ
ラ
ワ

ー
都
市
交
流
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
来
場
者
に

花
を
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ん
で
す

よ
。
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
知

り
合
え
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
」

　
こ
の
仕
事
が
作
家
活
動
に
結
び
つ
い

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
自
分

が
作
家
な
の
で
萩
焼
の
こ
と
も
宣
伝
で

き
る
し
、
自
身
の
萩
焼
の
こ
と
も
知
っ

て
も
ら
え
る
。
人
と
出
会
う
機
会
が
多

い
こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
松
尾
さ
ん
は
萩
市
出
身
。
97
年
に
父

の
故
郷
で
あ
る
佐
賀
県
の
県
立
有
田
窯

業
大
学
校
に
入
学
。
02
年
か
ら
萩
で
作

家
活
動
を
始
め
ま
す
。
展
覧
会
に
は
白

磁
で
出
品
し
数
々
の
賞
を
受
賞
。
販
売

す
る
食
器
な
ど
は
萩
焼
を
作
陶
す
る
そ

う
で
す
。

　
「
磁
器
と
陶
器
両
方
を
幅
広
く
こ
な

せ
る
作
家
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

　
現
在
も
、
師
で
あ
る
父
に
つ
い
て
修

行
の
毎
日
。

　
「
作
陶
を
楽
し
い
と
は
ま
だ
思
え
ま

せ
ん
。
自
分
の
技
術
を
み
が
く
大
変
さ

の
方
が
大
き
い
で
す
。
も
っ
と
道
を
極

め
た
ら
、
大
変
な
中
に
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
も
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
萩
焼
の
作
品
は
、
焼
き
物
の
上
に
花

の
絵
が
絵
付
け
さ
れ
た
女
性
ら
し
い
も

の
。
作
品
の
優
美
さ
の
裏
に
は
、
自
分

に
厳
し
い
作
家
と
し
て
の
顔
が
あ
り
ま

し
た
。

●
陶
華
山　
松
尾
藻
風
窯

〒
７
５
８—

０
０
６
１　

萩
市
椿
沖

原
４
１
４ —

 

１
９（
沖
原
バ
ス
停
前
）

電
話　
０
８
３
８・２
５・２
１
３
６

営
業
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６

時
ま
で
（
定
休
日　
日
曜
日
）

萩のシンボルレディーは
新進気鋭の萩焼作家！

松尾 優 子 さ ん（26歳）
（萩市江向在住）

イ ン タ ビ ュ −

　萩のシンボルレディーとして昨年 10月に認定されてから約半
年。萩の宣伝活動を行っている松尾優子さんには、もう一つの
顔があります。それは、萩焼の女流作家としての顔。従来の萩
焼にはない華やかな作風は、見る人の心を魅了します。

歴
史
的
建
造
物
保
存
へ

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
運
動

約
１
８
０
万
円
の
信
託
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
集
ま
っ
た
信
託
金
を
使

っ
て
建
物
や
町
並
み
の
修
復
保
全
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
第
一
号
物
件
に
、
鉄

道
の
父
「
井
上
勝
」
旧
宅
の
門
を
選
定

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
全
国

的
に
も
珍
し
く
、
萩
方
式
の
都
市
遺
産

保
全
方
法
と
し
て
、
全
国
的
に
も
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館　

０
８
３
８・２
５・３
１
７
７

　

１
８
４
３
年
、
萩
に
生
ま
れ
、

１
８
６
３
年
、
の
ち
に
長
州
フ
ァ
イ

ブ
（
長
州
五
傑
）
と
呼
ば
れ
る
伊
藤
博

文
（
総
理
大
臣
）
ら
４
人
と
と
も
に
長

州
藩
の
命
令
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
密
航

し
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
鉄
道
技
術
や
鉱

山
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
、
そ
の
知
識
と
技
術
を
生

か
し
て
新
橋
駅
（
品
川
駅
）
〜
横
浜
駅

間
の
鉄
道
開
通
を
始
め
、
東
海
道
線
な

ど
数
々
の
鉄
道
工
事
で
陣
頭
指
揮
に
あ

た
り
、
欧
米
の
力
に
頼
ら
な
い
日
本
の

鉄
道
の
基
礎
を
作
り
ま
し
た
。

井
上 

勝

▶
井
上
勝
旧
宅
の
門
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大阪指月会総会
大阪弥生会館（大阪市）

４月 17日
め
ー
る
ぼ
っ
く
す

〜
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
〜

　

62
人
出

席
。
会
長
は

中
山
光
夫
氏

（
萩
高
４
期

卒
）。「
今
回

は
60
回
目
の

同
窓
会
。
終

戦
直
後
、
す

ぐ
大
阪
指
月

会
は
始
ま
っ

た
。
始
め
の

頃
は
春
・
秋

■
19
年
前
の
こ
と
。
昭
和
61
年
２
月
香

川
県
高
松
市
か
ら
新
潟
市
に
転
勤
し
ま

し
た
。
転
勤
の
度
に
新
任
地
で
の
仕
事

は
お
得
意
様
の
挨
拶
回
り
で
始
ま
り
、

３
月
初
め
に
長
岡
市
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
年
は
大
雪
で
雪
が
軒
下
に
２
ｍ
程

も
あ
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
こ
ん
な
に
降
る
の
で
す
か
」

と
聞
く
と
、「
例
年
３
月
に
入
る
と
こ

　
旧
厚
生
省
事
務
次
官
か
ら
宮
内
庁
次

長
に
な
っ
て
４
年
。
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
、
物
事
を
暗
く
考
え
な
い
タ
イ
プ
と

周
囲
は
評
し
て
い
る
が
、「
こ
れ
か
ら

は
四
角
四
面
で
」
と
表
情
を
引
き
締
め

る
。

　
京
大
時
代
は
相
撲
部
で
、
人
を
だ
ま

さ
な
い
ま
っ
す
ぐ
な
押
し
相
撲
が
信

条
。
先
輩
に
教
わ
っ
た
「
積
極
か
慎
重

か
、
悩
ん
だ
ら
積
極
を
選
ぶ
べ
き
」
と

い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
旧
川
上
村
の
山
あ
い
に
生
ま
れ
、
父

親
は
養
蚕
の
指
導
員
で
し
た
。
幼
い
こ

ろ
、
昭
和
天
皇
の
「
お
召
し
列
車
」
に

旗
を
振
っ
た
の
が
皇
室
に
ま
つ
わ
る
最

初
の
記
憶
。
貧
し
か
っ
た
体
験
か
ら
、

厚
生
省
で
は
志
願
し
て
生
活
保
護
行
政

に
携
わ
っ
た
。「
あ
の
こ
ろ
の
一
筋
の

心
情
を
今
も
持
ち
続
け
て
い
る
か
」
そ

う
自
分
に
問
い
か
け
て
い
る
。

　
趣
味
は
散
歩
の
ほ
か
、
エ
ッ
セ
ー
を

書
く
こ
と
。「
読
者
は
女
房
『
い

ま
い
ち
ね
』
と
言
わ
れ
る
と
、
が
っ
く

り
き
ま
す
」。

　
記
事
は
朝
日
新
聞
２
面
ひ
と
欄
（
平

成
17
年
４
月
３
日
）
よ
り
抜
粋

※
羽
毛
田
さ
ん
は
、
創
刊
号
（
平
成
７

年
１
月
号
）
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
当
時
の
記
事
か
ら
〜

　
川
上
村
が
私
の
故
郷
で
す
。
思
い
出

と
言
え
ば
、
ま
ず
そ
の
風
景
、
自
然
が

浮
か
び
ま
す
。
春
に
は
蕨
（
わ
ら
び
）

の
出
る
焼
け
山
、
裏
の
川
の
ハ
ヤ
の
釣

り
場
、
季
節
に
な
る
と
シ
ャ
ガ
の
花
が

咲
く
山
陰
の
道
、
闇
を
飛
び
交
う
蛍
を

追
い
か
け
た
木
橋
。
み
な
鮮
や
か
に
覚

え
て
い
ま
す
。

　
旧
知
の
野
村
さ
ん
が
市
長
と
し
て
故

郷
の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

羽は

け

た
毛
田
信し
ん
ご吾

さ
ん
が
宮
内
庁
の
長
官
に
就
任

同窓会だよりの
年
２
回
あ
っ
た
。
神
戸
の
震
災
後
の

50
回
同
窓
会
に
は
、
知
り
合
い
の
安
否

を
気
遣
っ
て
か
１
０
０
人
の
出
席
が
あ

っ
た
。
今
年
は
昨
年
よ
り
10
人
位
少
な

い
出
席
者
で
残
念
」
と
挨
拶
。
大
阪
指

月
会
の
歴
史
は
本
紙
（
５
ペ
ー
ジ
）
ズ

ー
ム
ア
ッ
プ
で
紹
介
。

　
山
下
浩
・
萩
高
校
校
長
か
ら
は
「
萩

高
校
は
今
年
創
立
１
３
５
年
目
、
全
国

で
も
１
、２
の
伝
統
校
。
今
年
か
ら
校

舎
本
館
の
建
て
替
え
を
始
め
、
来
年

夏
に
完
成
予
定
。
今
年
の
新
入
生
は

２
０
０
人
、全
校
生
徒
数
は
６
３
０
人
。

以
前
の
半
分
に
な
っ
た
」
と
学
校
か
ら

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
萩
博
物
館
の
一
坂
太
郎
氏
も
ゲ
ス
ト

と
し
て
、「
大
阪
の
造
幣
局
内
の
桜
並

木
を
開
放
し
春
の
風
物
詩
『
桜
の
通
り

抜
け
』
を
始
め
た
の
が
、
萩
出
身
で
造

幣
局
長
の
遠
藤
謹
助
」
と
関
西
に
残
る

明
治
維
新
の
歴
史
を
紹
介
。
中
山
会
長

と
広
島
指
月
会
長
の
西
村
不
可
止
氏
が

描
か
れ
た
絵
画
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
あ

り
、
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

同
窓
会
連
絡
先　

０
６・６
４
５
８・６
０
０
８
（
中
山
）

ん
な
に
残
ら
な
い
が
今
年
は
特
別
多
い

で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
話
が
は
ず

む
う
ち
に
、「
社
長
さ
ん
出
身
地
は
ど

こ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
即
座
に
「
山
口

県
の
萩
で
す
」
と
答
え
る
と
相
手
の

顔
色
が
一
瞬
変
わ
り
無
言
に
な
り
ま
し

た
。
時
間
に
し
て
数
秒
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
長
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

相
手
の
口
か
ら
出
た
言
葉
が
「
そ
れ
で

は
我
々
の
敵
だ
な
・
・
・
」。

　
長
州
藩
が
長
岡
藩
を
攻
め
込
ん
だ
戊

辰
の
役
の
こ
と
。
１
０
０
年
以
上
も
前

の
こ
と
が
怨
念
と
し
て
い
ま
だ
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
方
と
は
、
一
緒
に
酒
も

飲
み
笑
顔
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
間

柄
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
今
年
の

19
年
ぶ
り
の
豪
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ

ビ
で
見
る
に
つ
け
心
が
痛
み
ま
す
。
そ

し
て
19
年
前
の
こ
と
が
自
分
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
時
の
１
つ
の
出
来
事
と
し
て
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

（
広
島
県
府
中
町　
藤
山　
清
）

▲校歌斉唱

萩
市
（
旧
川
上
村
）
出
身
の
羽
毛
田
信
吾
さ
ん
（
63
歳
）
が
、
４
月
１
日
、

宮
内
庁
の
７
代
目
長
官
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
全
国
版
「
ひ
と
」
欄
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

【プロフィール】
　昭和 17 年４月５日生ま
れ。萩市（旧川上村京床）
出身。昭和 36 年萩高等学
校卒、昭和 40 年京都大学
法学部卒。厚生省（現厚生
労働省）に入り、平成 13
年４月から宮内庁次長。
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Ｊ
Ａ
山
口
阿
武
・
高
俣
雨
よ
け
ト
マ
ト
部
会
（
萩

市
む
つ
み
地
域
）
と
、
Ｊ
Ａ
山
口
中
央
・
阿
東
ト

マ
ト
部
会
（
阿
東
町
）
が
進
め
て
き
た
県
内
２
大

ト
マ
ト
産
地
の
統
合
に
伴
う
新
ブ
ラ
ン
ド
名
が
、

「
山
口
あ
ぶ
ト
マ
ト
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
出
荷
は

６
月
中
旬
か
ら
。

　
産
地
統
合
に
よ
り
、
出
荷
量
拡
大
と
供
給
の
安

定
化
を
図
る
こ
と
で
市
場
で
の
有
利
性
や
、
生
産

者
の
所
得
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

統
合
で
、
栽
培
面
積
は
約
20　

ha
、
生
産
者
戸

数
１
４
９
戸
、
出
荷
量
は
岡
山
県
備
北
に
次
い
で

中
国
地
方
第
２
位
の
１
２
３
９
ｔ
（
昨
年
実
績
の

合
計
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
内
だ
け
で
な
く
日
本
中
に
「
山
口
あ
ぶ
ト
マ

ト
」
の
名
前
を
広
め
て
ほ
し
い
と
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

中国地方２位の出荷量！
「山口あぶトマト」

▲おいしそうなトマト

▲牛丼（６３０円）を運ぶ柳井志津乃さん

　
ア
グ
リ
菜
香
（
阿
武
町
道
の
駅
）
が

開
発
し
た
「
無
角
和
牛
牛
丼
」
が
、「
や

ま
ぐ
ち
農
山
漁
村
女
性
起
業
統
一
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
菜
香
は
３
年
前
の
６
月
に
オ

ー
プ
ン
。
開
店
当
初
か
ら
「
無
角
和
牛

牛
肉
＆
ご
ぼ
う
う
ど
ん
、
そ
ば
」
が
好

評
を
得
て
い
た
が
、
阿
武
町
の
お
米
を

使
っ
た
料
理
も
で
き
な
い
か
と
試
行
錯

誤
し
た
結
果
、１
年
前
に
牛
丼
が
完
成
。

　
牛
丼
の
具
は
す
べ
て
地
元
産
。
無
角

和
牛
は
、
地
元
阿
武
町
福
賀
産
で
、
肉

質
が
軟
ら
か
く
て
甘
く
、
脂
身
も
少
な

い
。
そ
し
て
お
米
は
、
ア
グ
リ
菜
香
に

勤
め
る
柳
井
志
津
乃
さ
ん
が
丹
精
に
育

て
た
、
今
は
め
ず
ら
し
い
「
は
ぜ
干
」

の
天
日
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
も
の
。

　
牛
丼
は
土
日
限
定
で
、
10
杯
弱
、
無

無む
か
く
わ
し
ゅ

角
和
種

　
大
正
９
年
頃
、
阿
武
・
萩
地
区
に
飼

育
さ
れ
て
い
た
在
来
和
牛
と
、
欧
米
を

代
表
す
る
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
ア
ン
ガ
ス
種

を
交
配
し
、
そ
の
後
改
良
さ
れ
た
山
口

県
固
有
の
品
種
。
租
飼
料
で
、
大
き
く

丈
夫
に
育
ち
、
脂
肪
が
入
り
に
く
い
。

昨
年
12
月
に
は
日
本
テ
レ
ビ
系
列
の

「
ど
っ
ち
の
料
理
シ
ョ
ー
」
に
も
登
場
。

日
本
で
こ
こ
だ
け　
無
角
和
牛

阿
武
川
温
泉

　あゆのはねる川、ゆずの里にわいた木の香も優しいのん
びり温泉。お湯は地下1,000ｍより湧きでる日量372ｔ
におよぶ豊富な自噴湯。泉質は柔らかく、肌にやさしいア
ルカリ性単純温泉で、美人の湯として親しまれています。
住　　所　萩市川上池ヶ原
電　　話　０８３８・５4・２６１９
料　　金　大人 300円・小人 150円・乳幼児 100円
営業時間　午前 10時〜午後９時　定休日　火

萩（むつみ地域）

萩
（
川
上
地
域
）

阿
武
町

ふ
れ
あ
い
会
館

田
万
川
温
泉

　島根県との県境の田万川地域にあり、西堂寺六角堂をイ
メージした六角形の温泉棟は広々としています。休憩室は
ソファーの部屋と畳の部屋が用意されていますので、休憩
しながら何度でも入浴できます。道の駅のそばにあり、気
軽に訪れることができます。
住　　所　萩市大字下田万１７４０番地１
電　　話　０８３８７・２・０３７０
料　　金　大人 400円・小人 200円・乳幼児 100円
営業時間　午前 10時〜午後９時　定休日　月

萩
（
田
万
川
地
域
）

憩
い
の
湯

角
和
牛
の
入
手
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
。
売
切
れ
の
日
は
ご
め
ん
な
さ
い
と

お
断
り
し
て
い
る
。

　
「
地
元
の
旬
の
食
材
を
大
事
に
扱
っ

て
、
多
く
の
お
客
さ
ん
と
自
然
の
命
を

大
事
に
消
費
し
て
い
き
た
い
」
と
優
し

い
笑
顔
の
柳
井
さ
ん
。

阿
武
町
道
の
駅　
ア
グ
リ
菜
香

☎　
０
８
３
８
８・２・０
３
５
５

営
業
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
休
日　
火
曜
日

ア
グ
リ
菜さ

い
こ
う香

「
無
角
和
牛　
牛
丼
」
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鎌倉発　韓国ソウルまで
日韓交流徒歩の旅　2,000 ㎞

萩工業

　
萩
国
際
大
学
の
卒
業
式
が
３
月
20
日

に
行
な
わ
れ
、
４
年
生
78
人
が
卒
業
し

ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
進
路
は
、
就
職
が
33
人
、

進
学
が
22
人
で
す
。

○
就
職
希
望
者
34
人
に
対
す
る
就
職
決

定
者
33
人　

主
な
就
職
先　

大
学
事

務
、
国
際
経
済
関
係
、
貿
易
関
係
、
運

送
業
な
ど

○
進
学
希
望
者
22
人
に
対
す
る
進
学
決

定
者
22
人　

主
な
進
学
先　

山
口
大

学
、
福
島
大
学
、
中
央
大
学
、
名
城
大

学
の
各
大
学
院

萩
国
際
大
学

■
学
び
舎
を
巣
立
つ

　

韓
国
と
の
民
間
交
流
を
深
め
よ
う

と
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
か
ら
韓
国
ソ
ウ

ル
市
ま
で
の
約
２
０
０
０
㎞
を
歩
い
て

旅
し
て
い
る
間ま
み
や宮
武
美
さ
ん
（
60
歳
）

が
、
４
月
20
日
鎌
倉
市
と
姉
妹
都
市
で

あ
る
萩
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
報
堂
の
ソ
ウ
ル
事
務
所
長
を
５
年

間
務
め
、
昨
年
定
年
退
職
。
韓
国
で

　
３
月
23
日
、
県
立
高
校
将
来
構
想
検

討
協
議
会
が
開
か
れ
、
高
校
の
統
合
・

再
編
な
ど
の
構
想
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。萩
商
、萩
工
、奈
古
高
校
が
統
合
の
、

徳
佐
高
俣
分
校
と
奈
古
須
佐
分
校
が
募

集
停
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
構
想
案
で
は
、
①
１
学
年
３
学
級
以

下
の
小
規
模
校
の
統
合
、
②
１
学
年
２

学
級
以
下
で
将
来
的
に
規
模
を
確
保
で

き
な
い
学
校
の
分
校
化
、
③
１
学
年

１
学
級
で
３
年
連
続
で
全
生
徒
数
が

１
０
０
人
に
達
し
な
い
分
校
の
募
集
停

止
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
立
高
校
再
編 

萩
商
・
萩
工

統
合
の
検
討
対
象
に

萩商業

　
萩
国
際
大
学
の
入
学
式
が
４
月
５
日

行
な
わ
れ
、
中
国
人
留
学
生
16
人
を
含

む
42
人
が
萩
で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
入
学
者
の
内
訳
は
、
国
際
学
科
ゴ
ル

フ
文
化
コ
ー
ス
に
は
全
国
高
校
ゴ
ル
フ

選
手
権
優
勝
者
を
含
め
18
人
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
が
６
人
、
経
営

情
報
学
科
が
18
人
で
す
。
入
学
者
は
昨

年
に
比
べ
20
人
増
加
し
、
県
内
か
ら
３

人
、
う
ち
市
内
か
ら
は
２
人
の
入
学
が

あ
り
ま
し
た
。
全
校
学
生
数
は
１
９
４

人
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
今
年
度
再
編

整
備
の
実
施
計
画
を
策
定
。
計
画
の
最

初
の
期
間
は
、
２
０
０
６
〜
２
０
０
９

年
度
の
４
年
間
で
、
既
に
萩
市
の
萩
商

業
と
萩
工
業
を
統
合
す
る
検
討
方
針
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。統
合
の
際
に
は
、

新
た
な
学
科
な
ど
を
設
け
、
選
択
幅
を

広
げ
た
教
育
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
に
早
め

に
情
報
提
供
す
る
た
め
、
７
月
に
入
学

定
員
を
発
表
す
る
前
に
公
表
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

大
衆
割
烹  

盛も
り
も
と本

東
京
都 

銀
座

　テレビ山口（ＴＹＳ）が、３月から北浦地区に萩長
門支局を開設しました。支局長の粟

あわもと
本泰孝さん（54歳）

に、東京支社配属時代のお気に入りのお店を紹介して
もらいました。
　１９９８年３月から４年半、テレビ山口東京支社業
務部に勤務していました。業務としては、主に系列局
の情報収集を行なうこと、また系列局外の番組をＴＹ
Ｓで放映することの交渉ごとでした。
　当時は、地方の支局は銀座に集まっており、会社帰
りに同僚などと良く行ったのが、居酒屋小料理店「盛
本」。会社から歩いて10分位。女将が山口県（長門市）
出身ということで、当時から「瀬つきあじ」など北浦
直送の新鮮な魚介類を出してくれます。
　また焼酎のボトル 10本で１本サービスがつき、何
回恩恵を受けたことか。今でも、当時の支局時代の皆
が集まる、お気に入りのお店です。
【お店の紹介】東京都中央区銀座８-10-14
　（新橋駅徒歩５分　銀座中央通りの東京三菱銀行裏）
電　話　０３・３５７４・７９２４
営　業　午後５時〜午前２時　定休日　土・日・祝

▲野村萩市長と間宮さん

私のお気に入りのお店

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
礼
が
し
た

い
、
ま
た
定
年
後
の
新
し
い
人
生
の
第

１
歩
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
。
日
本

の
自
宅
か
ら
韓
国
ソ
ウ
ル
ま
で
歩
く
、

「
身
の
丈
サ
イ
ズ
の
日
韓
交
流
」
を
思

い
つ
い
た
と
い
う
。

　
３
月
９
日
に
鎌
倉
を
出
発
。
ソ
ウ
ル

へ
５
月
末
到
着
予
定
の
約
80
日
間
の
徒

歩
の
旅
。
重
さ
15
㎏
の
荷
物
を
背
負
い

１
日
35
㎞
の
ペ
ー
ス
で
、
東
海
道
〜
京

都
〜
山
陰
を
経
て
萩
ま
で
１
３
５
０

㎞
。

　
萩
市
役
所
で
、
野
村
市
長
か
ら
「
市

民
レ
ベ
ル
で
両
国
の
友
好
を
深
め
て
」

と
激
励
さ
れ
、「
行
く
先
々
で
多
く
の

人
が
声
を
か
け
、
励
ま
し
て
く
れ
た
。

僕
に
で
き
る
草
の
根
交
流
が
で
き
た

ら
」
と
元
気
に
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
生
活
ス
タ
ー
ト
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国
の
企
業
CM
「
萩

の
人
力
車
」
篇
に
萩
の
ま
ち
が
登
場
。

菊
ヶ
浜
、
平
安
橋
、
鍵
曲
、
江
戸
屋
横

町
な
ど
穏
や
か
な
ま
ち
な
み
を
、
人
力

車
が
颯
爽
と
走
り
抜
け
る
春
ら
し
い
CM

で
す
。
２
月
上
旬
か
ら
オ
ン
エ
ア
さ
れ

て
い
る
た
め
、
中
国
地
方
で
は
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
い
は
ず
。

　
主
演
さ
れ
た
中
原
省
吾
さ
ん（
46
歳
）

は
、
人
力
車
を
ひ
き
は
じ
め
て
22
年
目

の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
萩
で
は
知
ら
な
い
人

が
い
な
い
ほ
ど
の
有
名
人
で
す
。

　
「
撮
影
は
今
年
１
月
中
旬
の
３
日
間

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く
寒
か

▲中原さんご夫婦

▲ＣＭの一場面（中国広告通信社 提供）

っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
屋
横
町
の
シ
ー
ン
で
は
冷
た
い
雨
も

降
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
映
像

で
消
し
た
の
か
、
不
思
議
で
す
ね
」。

　
代
理
店
に
よ
る
と
、
雨
が
映
り
込
ま

な
い
よ
う
に
撮
影
し
た
と
の
こ
と
。

　
萩
の
ま
ち
が
い
っ
そ
う
素
敵
に
見
え

る
こ
の
CM
作
品
は
、
中
国
地
方
の
み
、

４
月
末
ま
で
の
放
映
。

■
人
力
車
に
乗
り
た
い
方
は

俥
宿
天
十
平
（
萩
市
南
古
萩
33-

５
）

☎
０
８
３
８・２
６・６
４
７
４

料
金　
城
下
町
コ
ー
ス
（
30
分
）
１
人

乗
４
０
０
０
円
、
２
人
乗
５
０
０
０

円
、
武
家
屋
敷
コ
ー
ス
（
60
分
）
１
人

乗
７
０
０
０
円
、
２
人
乗
９
０
０
０
円

※
ま
た
、
希
望
に
よ
っ
て
季
節
ご
と
の

お
す
す
め
の
場
所
や
穴
場
を
め
ぐ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

萩のまちが
ＮＴＴドコモ中国の

ＣＭに登場！

「萩の文化財」「萩の文化財」
なるほど仏教
ー禅の法話に学ぶー

　
東
光
寺
や
菊
屋
家
住
宅
な
ど
、
国
・

県
・
市
の
指
定
文
化
財
を
１
２
１
点
収

録
。
写
真
は
、
萩
在
住
で
全
国
的
に
活

躍
中
の
下
瀬
信
雄
氏
に
よ
る
も
の
。
も

ち
ろ
ん
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
。
美
し

い
写
真
が
誌
面
を
彩
り
ま
す
。
持
ち
運

び
に
便
利
な
大
き
さ
で
、
巻
末
に
は
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
も
添
付
。

　

こ
の
本
を
も
っ
て
史
跡
を
巡
る
と
、

よ
り
歴
史
へ
の
理
解
度
が
深
ま
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
萩
の
価
値
あ
る
遺
産
が

一
冊
に
。
保
存
版
と
し
て
ご
自
宅
の
書

斎
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
萩
の
文
化
財　
仕
様
】

●
Ａ
５
判　
１
５
２
ペ
ー
ジ　
オ
ー
ル

カ
ラ
ー　
綴
込
み
地
図
付
き　

●
発
行
／
萩
市
、
編
集
／
萩
も
の
が
た

り
、
写
真
／
下
瀬
信
雄

●
限
定
２
０
０
０
冊

●
販
売
価
格　
１
５
０
０
円
（
送
料
別

途
２
４
０
円
）

■
お
申
し
込
み
・
代
金
の
お
支
払
い

　

官
製
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
お
送
り
先
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
萩

も
の
が
た
り
編
集
部
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

代
金
は
郵
便
振
替
用
紙
を
同
梱
致
し

ま
す
の
で
、
商
品
到
着
後
１
週
間
以

内
に
最
寄
の
郵
便
局
に
て
お
振
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

有
限
責
任
中
間
法
人
萩
も
の
が
た

り
〒
７
５
８-

８
５
５
５　

萩
市
江

向
５
１
０
番
地
（
萩
市
広
報
課
内
）

（
０
８
３
８・
２
５・
３
２
３
３
、　

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
８・
２
６・
５
４
５
８
、

Ｅ
メ
ー
ルstory@

city.hag
i.

yam
aguchi.jp

）

　
著
者
は
海
潮
寺
（
萩
市
北
古
萩
）
住

職
の
木
村
隆
徳
さ
ん
。
本
書
は
、
月
に

一
度
書
き
下
ろ
し
て
い
る
法
話
を
ま
と

め
た
も
の
。
昭
和
58
年
か
ら
約
20
年
に

わ
た
っ
て
檀
家
向
け
に
発
行
さ
れ
て
い

た
法
話
を
、
一
般
向
け
に
読
み
や
す
い

も
の
を
選
び
編
集
し
な
お
し
た
。

　
仏
教
や
禅
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
生

活
や
文
化
、
科
学
な
ど
の
テ
ー
マ
に
別

れ
て
お
り
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
大
丈

夫
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一

つ
の
法
話
が
１
、２
ペ
ー
ジ
と
短
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
。

海潮寺の住職、
木村隆徳
4 4 4 4

さんが
法話集を出版

なるほど仏教
ー禅の法話に学ぶー

萩の、日本に誇る歴史遺産がこの一冊に

萩の後世に残すべき遺産を、
データベース的に収録。
美しい写真でその魅力を余
すところなく伝えます。

　
「
迷
惑
を
か
け
な
い
と
は
」
と
い
う

法
話
で
は
「
私
た
ち
は
お
互
い
に
迷
惑

を
か
け
あ
っ
て
生
き
て
い
る
（
中
略
）

か
け
ら
れ
た
迷
惑
を
許
せ
る
人
間
に
、

思
い
や
り
の
あ
る
人
間
に
な
る
べ
き

だ
」
と
明
瞭
な
語
り
口
で
説
き
、
読
む

人
の
心
に
新
鮮
な
も
の
の
見
方
を
与
え

て
く
れ
る
。

●
四
六
判　
２
２
２
ペ
ー
ジ

●
発
行　
誠
信
書
房
刊

●
定
価　
１
７
８
５
円
（
税
込
み
）

海
潮
寺
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・２
２・０
０
５
３
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ま
た
、
地
元
で
は
鬼
イ
カ
な
ど
と
呼

ば
れ
あ
ま
り
喜
ば
れ
な
い
ス
ル
メ
イ

カ
。
名
物
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
に
比
べ
て
価

値
が
低
い
と
、
漁
師
さ
ん
も
活
か
し
て

港
ま
で
持
ち
帰
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
ス
ル
メ
イ
カ
を
使
っ
た

沖
漬
け
を
製
品
化
し
ま
し
た
。

　
活
き
た
ま
ま
の
ス
ル
メ
イ
カ
を
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
調
合
し
た
タ
レ
に
漬
け
込

む
わ
け
で
す
が
、
ス
ル
メ
イ
カ
な
ら
で

は
の
内
臓
の
旨
み
が
出
て
、
こ
れ
も
ま

た
須
佐
の
自
慢
の
特
産
品
に
育
ち
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
沖
漬
け
も「
農
林
水
産
ま
つ
り
」

惣
菜
の
部
、
優
良
賞
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
価
格
の
安
い
サ

ゴ
シ
（
サ
ワ
ラ
の
若
魚
）
や
、
商
品
に

な
り
に
く
か
っ
た
イ
カ
の
卵
な
ど
も
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
製
品
化

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
研
究
中
な
の
が
イ
カ
シ

ュ
ウ
マ
イ
。
類
似
品
は
多
い
よ
う
で
す

が
、
須
佐
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ

シ
ピ
で
、
特
徴
あ
る
商
品
に
す
べ
く
試

行
錯
誤
中
で
す
。

　
「
計
画
と
希
望
は
、
愚
痴
か
ら
は
生

れ
な
い
」
こ
れ
は
漁
協
婦
人
部
の
七
か

条
の
一
つ
で
す
が
、
大
好
き
な
言
葉
で

す
。
特
産
品
の
開
発
に
も
当
て
は
ま
る

　

こ
こ
ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐

は
、
本
格
的
な
水
産
物
加
工
設
備
を
持

っ
た
地
産
地
消
料
理
の
提
供
、
お
よ
び

特
産
品
の
加
工
販
売
施
設
で
す
。
運
営

は
漁
協
の
女
性
部
、
今
か
ら
11
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
漁
協

女
性
部
に
よ
る
本
格
的
な
施
設
運
営
の

事
例
と
し
て
、全
国
的
に
注
目
を
集
め
、

た
く
さ
ん
の
漁
協
関
係
者
や
行
政
担
当

者
の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

　
設
立
当
時
、
役
員
と
し
て
参
画
、
４

年
前
か
ら
運
営
責
任
者
と
し
て
常
勤

斉
藤　

道
子
さ
ん

夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と
み
こ
と
イ
カ
（
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
）
で
名
高
い
須
佐
地
区
。
須

佐
湾
に
面
し
た
水
産
物
加
工
・
提
供
施
設
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐
」
の
運

営
責
任
者
で
あ
り
、
地
元
の
豊
か
な
海
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
作
り
な
ど
、
地

産
地
消
活
動
に
取
り
組
む
斉
藤
道
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

山
口
は
ぎ
漁
協
須
佐
支
所
女
性
部
副
部
長

材
を
、
何
と
か
商
品
化
で
き
な
い
か
、

と
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
10
㎝
に
も
満
た
な
い
小
さ

な
鯵
、
き
ん
ち
ゃ
く
網
な
ど
で
大
量
に

漁
獲
さ
れ
る
も
の
の
、
唐
揚
げ
か
マ
リ

ネ
く
ら
い
に
し
か
利
用
さ
れ
な
か
っ
た

素
材
で
す
。
常
温
で
長
期
保
存
が
可
能

な
特
産
品
に
な
ら
な
い
か
と
工
夫
し
た

の
が
、
子
ア
ジ
の
甘
露
煮
「
須
佐
の
鯵

っ
子
」
で
す
。

　
イ
ワ
シ
な
ど
を
材
料
に
し
た
甘
露
煮

は
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
子
ア
ジ
の
甘

露
煮
製
品
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い

と
思
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
ア
ジ

に
は
「
オ
ニ
ゴ
ロ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
硬

い
刺
状
の
鱗
（
ゼ
イ
ゴ
）
が
あ
っ
て
、

丸
の
ま
ま
食
べ
る
甘
露
煮
に
は
ど
う
し

て
も
向
い
て
い
な
い
の
で
す
。

　
な
ん
と
か
し
よ
う
と
、
試
行
錯
誤
の

日
々
が
続
き
、
こ
れ
で
よ
し
！
と
満
足

で
き
る
製
品
に
な
る
ま
で
何
と
半
年
、

お
鍋
を
２
つ
も
ダ
メ
に
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
製
造
方
法
は
企
業
秘

密
で
内
緒
で
す
が
、頭
か
ら
尻
尾
ま
で
、

硬
い
ウ
ロ
コ
の
不
快
感
な
ど
な
く
、
美

味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
自

慢
の
一
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
鯵
っ
子
は
、
山
口
県
の
主
催
す

る
「
農
林
水
産
ま
つ
り
」
の
惣
菜
の
部

で
努
力
賞
を
受
賞
、「
や
ま
ぐ
ち
農
山

漁
村
女
性
起
業
統
一
ブ
ラ
ン
ド
」
に
も

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
萩
市
須
佐
在
住
）

の
で
す
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
と
愚
痴

っ
て
い
る
ヒ
マ
が
あ
っ
た
ら
、
次
々
に

行
動
し
て
み
る
。
も
ち
ろ
ん
失
敗
も
あ

る
け
れ
ど
、
そ
の
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
い
、
そ
し
て
行
動
を
重
ね
て
い
く

先
に
成
功
が
見
え
て
く
る
。
そ
ん
な
意

味
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
も
、
と
に
か
く
失
敗
を

恐
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
22
年
７
月
生
ま
れ　
広
島
市
出

身
。
山
口
は
ぎ
漁
協
須
佐
支
所
女
性
部

副
部
長
、ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐・

運
営
責
任
者

ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐

☎　
０
８
３
８
７・６・２
２
１
５

★
プ
レ
セ
ン
ト

　
鯵
っ
子
・
サ
ゴ
シ
佃
煮
・
イ
カ
の
子

を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
３
名
様
に
。

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
集

部
・
佃
煮
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
宛
。
締
め
切

り
は
５
月
31
日
。

地
産
地
消
の
活
動
拠
点

愚
痴
を
言
う
ヒ
マ
が
あ
っ
た
ら

行
動
す
る

「
須
佐
の
鰺
っ
子
」

女
性
起
業
統
一
ブ
ラ
ン
ド
に

に
。
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
に
代
表
さ
れ
る
須

佐
の
新
鮮
な
海
の
幸
を
、
お
手
ご
ろ
な

価
格
で
提
供
し
た
い
と
、
日
々
ス
タ
ッ

フ
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

須
佐
の
水
産
物
を
手
作
り
で
加
工

し
、
特
産
品
に
し
て
い
く
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
漁
獲
量
が
中
途
半

端
で
あ
っ
た
り
、
大
き
さ
が
揃
わ
な
か

っ
た
り
、
加
工
が
手
間
だ
っ
た
り
で
、

な
か
な
か
商
品
価
値
の
付
き
に
く
い
素

目
下
、「
イ
カ
し
ゅ
う
ま
い
」
を研究

中

▲ジョイフルセンター須佐の店頭で

▲子アジの甘露煮「須佐の鯵っ子」と
「サゴシの佃煮」

須
佐
の
海
の
幸
を
、

手
作
り
の
特
産
品
に
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▲ジョイフルセンター須佐の店頭で

山
口
県
立
萩
美
術
館・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

瀬
戸
陶
芸
の
精
華
展

６
月
12
日
ま
で

　
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
華
麗
な
瀬
戸
陶

芸
の
歴
史
を
各
時
代
の
代
表
作
で
振
り

返
り
ま
す
。

明
治
絵
・
文
明
開
化

の
世
界
展

６
月
18
日
〜
７
月
10
日

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
旧
時
代
の
江

戸
か
ら
新
都
・
東
京
を
中
心
に
し
て
急

速
に
西
洋
の
近
代
化
へ
と
変
貌
し
て
い

く
様
相
を
明
治
絵
を
通
し
て
紹
介
。

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
が
休
館
、５
月
２
日
は
開
館
）

入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円

萩
博
物
館
収
蔵
品
展

６
月
26
日
ま
で

賀
藩
の
田
中
久
重
が
発
明
し
た
と
い
わ

れ
る
無
尽
灯
な
ど
、
日
ご
ろ
な
か
な
か

お
目
に
か
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
収
蔵
品
を
紹
介

し
ま
す
。

◎
萩
再
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
萩
の
エ
エ
ト
コ
見
つ
け
隊

〜
夏
み
か
ん
の
巻
〜
」

と　
き　
５
月
31
日
ま
で

「
萩
の
住
吉
祭
り
」

と　
き　
６
月
１
日
〜
７
月
15
日

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
な
し

入
場
料　
一
般
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円

萩
博
物
館
だ
よ
り

萩　芸術・文芸の広場

◎
企
画
展

◎
企
画
展

　
現
在
、
愛
知
県
で
開
催
中
の
「
愛
・

地
球
博
」
の
期
間
中
、
伝
統
工
芸
品
の

未
来
を
紹
介
す
る
「
日
本
の
匠
〜
扉
の

向
こ
う
に
未
来
が
見
え
る
〜
」
に
萩
陶

芸
家
協
会
（
三
輪
休
雪
会
長
）
が
主
催

で
、
萩
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
萩
焼

を
出
展
し
ま
す
。

　
こ
の
展
示
は
、
伝
統
工
芸
品
の
「
未

来
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
産
地
が
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
を
活
か
し
て
「
未
来
の
扉
」

を
制
作
し
、
各
産
地
の
今
後
の
方
向
性

を
表
す
製
品
等
の
展
示
が
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　
萩
陶
芸
家
協
会
で
は
、
こ
の
扉
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
「
萩
の
未
来
の
匠
た
ち
」

と
位
置
づ
け
、
将
来
の
陶
芸
家
を
目
指

す
萩
の
子
供
た
ち
に
自
由
な
発
想
で
萩

焼
を
作
っ
て
も
ら
い
、
作
家
た
ち
が
そ

の
作
品
で
「
未
来
の
扉
」
を
作
り
あ
げ

ま
し
た
。 萩の

子どもたちが

に出展

未来の陶芸家

　
３
月
27
日
、
萩
陶
芸
家
協
会
の
若
手

作
家
を
中
心
に
萩
焼
制
作
体
験
教
室
を

開
催
し
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
約

１
２
０
人
が
萩
焼
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
１
つ
が
約
５
㎝
の
大
き
さ
。

怪
獣
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
、
約
４
０
０

点
の
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
日
本
（
ニ
ッ
ポ
ン
）
国
際

博
覧
会
（『
愛
・
地
球
博
』）

●
「
日
本
の
匠
」
〜
扉
の
向
こ
う
に
未

来
が
見
え
る
〜

と　
き　
５
月
９
日（
月
）〜
21
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　
愛
・
地
球
博
長
久
手
会
場　

日
本
会
場
（
日
本
政
府
館
前
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

内　

萩
陶
芸
家
協
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
８
）

〜
お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
〜

「愛・地球博」

◎
和
風
展
示
室

揺
ら
ぐ
日
々
の
中
に

　

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
は
、

和
風
展
示
室
を
、
著
名
な
芸
術
家
に
一

年
を
通
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
鍛
金
造
形
作
家
の
橋
本
真

之
さ
ん
（
埼
玉
県
出
身
）。

　
茶
室
の
内
部
空
間
に
留
ま
ら
ず
、
茶

室
か
ら
外
へ
と
広
が
る
空
間
（
バ
ル
コ

ニ
ー
部
と
外
庭
部
）
に
も
作
品
を
配
置

す
る
こ
と
で
、
内
外
（
ま
た
は
表
裏
）

を
等
価
と
位
置
づ
け
る
彼
の
独
創
的
な

造
形
思
考
が
さ
ら
に
明
瞭
な
も
の
と
し

て
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀
無
尽
灯

平
成
18
年
３
月
12
日
ま
で

と　
き　
５
月
22
日
ま
で

「
初
期
浮
世
絵
の
世
界
」

と　
き　
５
月
24
日
〜
６
月
12
日

◎
東
洋
陶
磁
展
示

「
黙
思
す
る
か
た
ち
〜
朝
鮮
時
代
の
や

き
も
の
〜
」

と　
き　
６
月
12
日
ま
で

　
萩
博
物
館
は
、
自
然
・
歴
史
・
美
術
・

民
俗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
資
料
を

数
多
く
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、
江
戸
時
代
末
期
に
佐

◎
浮
世
絵
展
示

「
義
経
と
弁
慶
」

◀
美
術
館
の
庭
園
に
置
か
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
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■
山
口
県
立
美
術
館
の
展
示

●
興
福
寺
国
宝
展
特
別
展
示

　
「
萩
の
茶
陶
」

　
江
戸
時
代
に
萩
藩
の
御
用
窯
と
し
て

は
じ
ま
る
古
萩
の
名
品
か
ら
現
代
の
作

家
た
ち
の
作
品
ま
で
４
０
０
年
に
わ
た

る
萩
の
茶
陶
を
紹
介
。

と　
き　
５
月
22
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
山
口
市
亀
山
町　
山
口
県
立

美
術
館（
０
８
３・９
２
５・７
７
８
８
）

■
九
州
指
月
会

　
九
州
指
月
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と　
き　
７
月
２
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
福
岡
市
中
央
区
天
神　
平
和

楼■
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
下
旬
予
定

と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
（
予
定
）

■
襲
名
披
露
十
二
代
三
輪
休
雪　
オ
ー

ロ
ラ　
展

　
萩
焼
作
家　
三
輪
休
雪
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
７
日（
火
）〜
13
日（
月
）

と
こ
ろ　
福
岡
市
中
央
区
天
神　
福
岡

三
越

（
０
９
２・７
２
４・３
１
１
１
）

催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
10
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
名
古
屋
市
中
村
区　
名
古
屋

マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
エ
ホ
テ
ル

■
広
島
指
月
会

　
広
島
指
月
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と　
き　
７
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時

〜と
こ
ろ　
広
島
市
南
区　
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
広
島

■
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
南
区
的
場
町　
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

■
２
０
０
５
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
お
い
で
ま
せ
山
口
館
」（
広
島
）
が

出
展
し
、
山
口
県
の
特
産
品
の
販
売
等

を
行
い
ま
す
。

と　
き　
５
月
３
日（
火
）〜
５
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

◎
す
み
れ
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
演

　
５
月
４
日
（
水
）
午
後
０
時
50
分
〜

１
時
15
分
ま
で
、
萩
市
が
出
演
し
、
萩

郷
土
芸
能
や
観
光
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い

ま
す
。

と
こ
ろ　
広
島
市
平
和
大
通
り　
白
神

ブ
ロ
ッ
ク

日
空
輸
で
運
ば
れ
る
萩
の
魚
が
販
売
さ

れ
ま
す
。テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た「
萩

の
瀬
つ
き
あ
じ
」
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
10
日（
火
）〜
16
日（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
銀

座
４-

６-

16　

三
越
銀
座
店

（
０
３・３
５
６
２・１
１
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
（
東
京
）
の
イ

ベ
ン
ト

○
萩
の
夏
み
か
ん
と
萩
焼
ま
つ
り

　
地
元
の
方
に
よ
る
夏
み
か
ん
と
萩
焼

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
９
日（
月
）〜
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※
９
日
は
正
午
〜
、
14
日
は
午
後
５
時

ま
で
。

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
２-

３-

４
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ

ル
１
階　

お
い
で
ま
せ
山
口
館

（
０
３・３
２
３
１・１
８
６
３
）

■
か
ら
た
ち
会
関
西
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
関
西
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
兎
我
野
町　
民

芸
茶
屋　
豆
狸

■
東
海
指
月
会
総
会

　
東
海
指
月
会
総
会
を
次
の
と
お
り
開

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
３
日
（
金
）
〜
７
月
18

日
（
祝
）

と
こ
ろ　

輪
島
漆
芸
美
術
館
（
石
川

県
輪
島
市
水
守
長
四
十
苅
11
番
地

（
０
７
６
８・２
２・９
７
８
８
）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部

　

萩
光
塩
学
院
関
東
支
部
の
同
窓
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
13
日
（
日
）
午
前
11
時

〜と
こ
ろ　

杉
並
区
高
円
寺　

メ
ル
セ

ス
会
修
道
院

■
三
越
銀
座
店
で
様
々
な
萩
の
物
産

フ
ェ
ア
を
開
催

○
萩
の
夏
み
か
ん
無
料
配
布

　
来
場
者
先
着
１
０
０
０
人
に
、
萩
観

光
シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー
が
「
萩
の
夏
み

か
ん
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時

〜○
萩
の
夏
み
か
ん
等
の
販
売

　

三
越
銀
座
地
下
１
階
の
菓
遊
庵
で

は
、
萩
の
夏
み
か
ん
ゼ
リ
ー
や
夏
み
か

ん
菓
子
な
ど
を
、
フ
ル
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
萩
の
夏
み
か
ん
や
夏
み
か
ん
ジ

ュ
ー
ス
を
販
売
し
ま
す
。

○
産
地
直
送
！
萩
の
鮮
魚
販
売

　
地
下
２
階
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

■
京キ

ョ
ン
ギ
ド
ウ

畿
道
世
界
陶
磁
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

　
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
、
世
界
最
大
規

模
の
陶
磁
器
の
祭
典
。
最
前
線
で
活
躍

す
る
招
待
作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る

「
世
界
現
代
陶
磁
展
」
に
、
萩
焼
作
家

の
三
輪
和
彦
が
出
展
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
19
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
韓
国　
京
畿
道
利
川
市
、
広

州
市
、
驪
州
市

問
い
合
わ
せ　

京
畿
道
世
界
陶

磁
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
広
報
事
務
局

（
０
３・３
５
７
５・９
８
２
３
）

■
姉
妹
都
市
提
携
15
周
年
記
念
「
萩
陶

芸
・
輪
島
の
漆
芸
」
〜
現
代
作
家
に
よ

る
響
演

　
萩
焼
を
代
表
す
る
現
代
作
家
約
50
人

の
作
品
と
輪
島
の
漆
芸
作
家
約
20
人
の

　
関
東
地
区

　
関
西
地
区

　
中
国
地
区

　
九
州
地
区

　
北
陸
地
区

　
東
海
地
区

　
海　
　

外

　
山
口
県
関
係

ボール　ウィズ　ライト
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■
萩
工
業
か
ら
た
ち
会
総
会

　
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
工
業
高
校
体
育
館

■
旧
久
保
田
家
住
宅
の
展
示

○
萩
焼
作
品
展

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
開
催
さ

が
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
食
事
や
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
酒

造
で
は
、
利
き
酒
も
で
き
ま
す
。

と　
き　
５
月
16
日（
月
）〜
22
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
庭
園
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

入
場
料　

入
場
料
パ
ス
ポ
ー
ト

（
２
０
０
円
）
で
見
学
で
き
ま
す
。
有

料
施
設
も
割
引
料
金
で
入
れ
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
所　

市
役
所
観
光

課
、
萩
市
観
光
協
会

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

■
啓
心
会
書
道
展

　
萩
市
の
書
道
家　
小
倉
窓
筧
を
中
心

と
す
る
書
道
団
体
の
展
覧
会
で
す
。

と　
き　
７
月
15
日（
金
）〜
18
日（
祝
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル
ほ
か

■
「
奮
発
震
動
の
象し
る
し
あ
り　
防
長
教

育
史
の
人
び
と
」
松
野
浩
二
著

　
山
口
県
防
府
市
出
身
、
防
長
倶
楽
部

理
事
長
の
著
者
に
よ
る
、
山
口
大
学
創

立
１
０
０
周
年
記
念
出
版
。

　
幕
末
の
志
士
は
ど
ん
な
教
育
を
受
け

た
の
か
？
明
治
の
先
人
は
な
に
を
、
ど

う
学
ん
だ
か
？
戦
後
頻
発
し
た
学
生
の

ス
ト
の
内
情
は
？

　
「
夢
を
語
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

れ
る
萩
焼
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
、
萩
焼

作
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
15
日
（
日
）
ま
で

○
五
月
人
形
展
示
公
開

　
昭
和
の
作
品
約
15
点
を
展
示
。
江
戸

時
代
後
期
の
建
物
の
特
徴
を
色
濃
く
残

す
旧
久
保
田
家
住
宅
の
和
室
に
調
和
し

て
い
ま
す
。

と　
き　
５
月
29
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町　
旧
久
保
田
家

住
宅
（
菊
屋
家
住
宅
む
か
い
）

■
三
嶋
濤
華
「
書
作
展
」

　
萩
市
の
東
光
寺
で
、
書
道
家
三
嶋
濤

華
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
２
日（
月
）、３
日（
祝
）

と
こ
ろ　

萩
市
東
光
寺
大
方
丈

（
０
８
３
８・２
６・１
０
５
２
）

■
萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　

萩
市
内
の
29
か
所
の
庭
園
を
開
放
。

菊
屋
家
住
宅
な
ど
、
普
段
は
一
般
の
人

　
萩
市
関
係

吉
村
宏
暢
さ
ん　
　
　
　
（
神
戸
市
）

秋
本
晶
子
さ
ん　
（
東
京
都
足
立
区
）

細
川
静
枝
さ
ん　
（
徳
島
県
吉
野
町
）

田
中
清
久
さ
ん　
　
　
　
（
山
口
市
）

笠
井
秀
典
さ
ん
（
和
歌
山
県
古
座
町
）

大
賀
司
郎
さ
ん　
　
　
　
（
川
崎
市
）

原　
節
美
さ
ん　
　
　
　
（
山
口
市
）

岡
本
福
太
郎
さ
ん　
　
　
（
横
浜
市
）

守
永
洋
司
さ
ん　
　
　
（
東
大
阪
市
）

上
野
昭
弘
さ
ん　
　
　
　
（
船
橋
市
）

滝
口　
齊
さ
ん　
　
　
　
（
防
府
市
）

石
本
秀
男
さ
ん　
　
　
　
（
尼
崎
市
）

大
豊
建
設

山
口
営
業
所
（
山
口
市
）

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

出
版
情
報

現
代
の
若
い
人
を
対
象
に
書
い
た
。
若

い
諸
君
が
こ
の
本
を
手
に
取
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
」（
著
者
）

　
２
０
０
０
円

発　

行　

社
団
法
人
鳳
陽
会

（
０
８
３・９
２
４・４
３
６
１
）

■
「
三
見
の
歴
史
」
阿
武
秀
道
著

　
三
見
の
歴
史
、
文
化
、
民
俗
な
ど
が

ま
と
め
ら
れ
た
一
冊
で
す
。

　
Ｂ
５
判
／
２
４
５
ペ
ー
ジ

発　
行　
三
見
地
区
各
種
団
体
連
絡
協

議
会
（
０
８
３
８・２
７・０
０
０
４
）

■
「
龍
馬
の
洗
濯　
亀
山
社
中
か
ら
薩

長
同
盟
」
高
杉
俊
一
郎

　
幕
末
日
本
、
脱
藩
浪
士
を
集
め
、
組

織
立
っ
て
商
い
を
す
る
集
団
が
誕
生
し

た
。
カ
ン
パ
ニ
ー
亀
山
社
中
。
坂
本
龍

馬
の
発
案
で
あ
っ
た
。
薩
長
同
盟
の
斡

旋
な
ど
、
日
本
を
洗
濯
し
た
竜
馬
の
考

え
方
を
今
に
映
し
出
す
。

　
四
六
判
／
１
８
０
ペ
ー
ジ

　
１
４
７
０
円

発　

行　

ア
ガ
リ
総
合
研
究
所

（
０
８
３
８・２
６・５
９
２
４
）

■
週
刊
「
街
道
を
ゆ
く
」
第
10
号
長
州

路　
司
馬
遼
太
郎　
４
月
３
日
号

　
長
州
路
（
山
口
県
、
島
根
県
）
の
特

集
。
萩
市
特
別
学
芸
員
の
一
坂
太
郎
氏

の
「
長
州
人
は
す
べ
て
関
ヶ
原
か
ら
は

じ
ま
っ
た
」
等
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
４
判
変
形　
カ
ラ
ー
40
ペ
ー
ジ

発　
行　
朝
日
新
聞
社　
５
６
０
円

■
「
課
外
授
業　
よ
う
こ
そ
先
輩

〜
陶
芸
家
十
二
代
三
輪
休
雪
篇
〜
」

　
萩
市
立
椿
東
小
学
校
出
身
の
萩
焼
作

家
三
輪
休
雪
さ
ん
が
、
椿
東
小
６
年
１

組
の
児
童
た
ち
に
授
業
を
し
ま
す
。

　
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
李
麗
仙
。

放
映
予
定　
５
月
18
日
（
水
）
午
後
11

時
15
分
〜
44
分

放
送
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

（
再
放
送
）

放
映
予
定　
５
月
21
日
（
土
）
午
前
１

時
15
分
〜
２
時
24
分
、
22
日
（
日
）
午

前
８
時
５
分
〜
34
分

放
送
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

■
映
画
「
逆
境
ナ
イ
ン
」

　

数
々
の
逆
境
に
く
じ
け
ず
、
甲
子

園
出
場
を
目
指
す
、「
と
ん
で
も
な
い
」

青
春
映
画
で
す
。

　
萩
市
出
身
の
俳
優　
松
本
実
さ
ん
が

出
演
し
ま
す
。

　
玉
山
鉄
二
主
演
、
羽
住
英
一
郎
監
督

　
７
月
公
開

白
神
慶
助
さ
ん　
（
三
重
県
伊
勢
市
）

箭
島
健
雄
さ
ん　
　
（
大
阪
狭
山
市
）

竹
内
祐
三
さ
ん　
　
　
（
西
東
京
市
）

松
尾　
正
さ
ん　
　
　
　
（
横
浜
市
）

西
脇
和
美
さ
ん　
（
大
阪
府
島
本
町
）

井
町
建
夫
さ
ん　
　
　
　
（
大
津
市
）

田
村
吉
昭
さ
ん　
　
（
大
阪
市
北
区
）

吉
村
義
雄
さ
ん　
　
　
　
（
大
津
市
）

木
村
朋
憲
さ
ん　
　
　
　
（
神
戸
市
）

河
原
智
裕
さ
ん　
　
　
　
（
西
宮
市
）

池
田
正
義
さ
ん
（
大
阪
市
住
之
江
区
）

濱
地
仁
志
さ
ん　
（
大
阪
府
美
原
町
）

（
２
０
０
５
年
２
月
22
日
〜
４
月
17
日

　
加
入
者
25
人
）

オーロラ　

テ
レ
ビ
・
映
画
情
報
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その③【相　島】

萩沖の島々、今回は相島（あいしま）。萩の商港から北西方面約５マ
イルに浮かぶ周囲７ｋｍの島、人口は約 80世帯 250人。30万年前、
火山活動により出来た島で、島の土は火山灰の粘土質、スイカ・サツ
マイモ・葉タバコ等の栽培に適しています。石垣を組んだ何層もの段々
畑が、とても印象的でした。　　　　　　　（取材・文　中澤さかな）

①定期連絡船 “つばきⅡ” ／島と本土をつなぐ
113 ｔの連絡船、一日３往復、所用時間は約
40分。写真は萩の商港で出船間際の後姿。

⑤港から集落に向かう坂／正直、登るのがつ
らくなるくらいの急坂。毎日上り下りすると、
さぞ足腰は強くなるだろう。向こうに、相島
名物、段々畑の石垣が見える。

③相島港／連絡船が着岸する港と一緒に漁港
が整備されている。漁船の数は思ったよりも
少ない。肥沃な土壌に恵まれた島なので、主
産業は漁業より農業のようだ。

⑦石垣で組んだ段々畑／島中に何層にも築き
上げた段々畑の石垣が見える。主な作物は、
スイカ・葉タバコ・サツマイモなど。特に相
島のスイカは特産品として有名。

⑨葉タバコ畑／水持
ちがよく、しかも排
水が良い土壌の地力
を活かして、葉タバ
コの生産も盛ん。

⑧スイカ畑／県内のスイカ生
産量の約60％を占める相島の
スイカ。１苗１果で糖度が高
いのが特徴。相島スイカのオ
ーナー制度もスタート、取材
当日、その植付けが行なわれ、
島外からのお客様が目立った。

⑩リヤカーの行商／スイカ・サツマイモ・鮮魚・海藻
など相島の特産品を連絡船で運び、萩商港にあるリヤ
カーに積み替えて市内を行商に廻る。写真は萩城下の
呉服町にて。

②海から観た相島の全景／砂浜は無く、海から切り立
った台形の島。連絡船の着く港からは急な坂を登って、
集落に辿り付く。島の廻りには　女柱・男柱・ライオ
ン岩など、奇岩が多く景勝地になっている。

④港の漁師の庵／漁船を係留する岸壁に設置された
漁師の作業小屋。ワカナ用の刺し網を繕う漁師さん。
潮が悪くて、あまり沢山獲れないとのこと。

■相島への定期航路
萩商港（浜崎町）発着
大人　590円

⑥島の運搬専用車／急坂が多く、しかも道幅が
狭いため写真のような乗り物が頻繁に行き来す
る。トラクターと軽トラックの相の子のよう。
呼び名を聞くと「島の運搬車」とのこと。
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